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三田市立幼稚園再編計画（案）説明会概要   【広野市民センター多目的ホール：出席者数：２人】 
日時：９月 19 日（土）10：00～11：10 

発言者 出席者の発言（概要） 市の回答（概要） 

Ａ ①幼稚園の園区外とはどの地域ですか。 ①幼稚園区は小学校区と同じで、園区外というのは小学校区外となります。広野

幼稚園区は広野小学校区と同じで、いわゆるニュータウンからは園区外となりま

す。 

②現在、広野幼稚園の半数はニュータウンからの園児だが、制限を

かけることで幼稚園全体の子どもの数が変わってくるのではないで

すか。 

②園区外からの入園を制限する理由は、統合して幼稚園が無くなる地域の幼稚園

区の１号認定の子どもを優先して入れていこうという考えで制限させていただく

ことを考えています。 

③余裕があれば園区外からも入れるのですか。 ③１号認定の子どもと保育利用の２号認定の子どもがいるので、その状況を見た

うえで余裕があればそういうことも考えられます。 

④小学校の子どもの数の推移をみると広野小学校の場合、長期にわ

たって 180～190 人で推移するというデータが出ていたように思い

ます。幼稚園から上がってくる子は 30 人ぐらいと想定したらその後

のことをシミュレーションはできているのですか。 

④資料に今後の地域の子どもの推移を載せており、全員が広野幼稚園を希望する

かは読めませんが、人口推移を見ても少しずつ減っていることから、そういう状

況になれば園区外からの子どもの受け入れなども考えられます。 

Ｂ ⑤ニュータウンから来ている子の兄弟姉妹も広野に通わせようと考

えている保護者もいるかと思いますが、その子たちは私立に行くこ

とになるのですか。35 人１クラスと定員が決まっているので溢れて

しまうと思うが、溢れないと計算しているのですか。 

⑤統合する３つの園区内の４・５歳児は地域から幼稚園が無くなるということで

優先して入園できるよう、その間、園区外からの入園を制限させていただきたい

と考えています。園区外の方については最寄りの私立や、少し足を運んでいただ

くことができるのであれば公立３園が残っているので、選択肢として考えていた

だければ有り難いです。 

⑥１号認定の場合、預かり保育は利用できるが、早朝保育や延長保

育は利用できないのですか。 

⑥入園後、保護者の就労状況によって１号認定から２号認定に変更は可能です。

そういうところが認定こども園の制度であり、その場合は１号認定から２号認定

への変更も考えていただけたらと思います。 

⑦現在週２日の預かり保育が週３日になることで曜日の変更はある

のですか。 

⑦基本的には今実施している曜日は変えずに、残りの曜日で１日増やすという形

で進めたいと考えています。 

Ａ ⑧ここで質問するのはおかしいですが、幼稚園は子どもの数が減っ

てきたから認定こども園、中学校は子どもの数が減ってきたから再

編、おそらく小学校もそうなると思います。農村部は少子高齢化の

なかで、子どもが減ればまた集約となるとコミュニティがバラバラ

になるという現象が起こり、農村部には災難がふりかかってきます。

市街化調整区域の問題なども含め、総合的に考えて農村部に人が増

⑧再編の話の際には地域から市街化調整区域の話は出てきます。今進めようとし

ている計画は、現状の公立幼稚園の状況は待ったなしで小規模な園では子どもの

教育にとって良くないということで対応せざるを得ないと考えています。また、

多様な保育ニーズが求められるようになり農村部にはそれらのニーズの受け皿が

ないことから、それらに対応できる認定こども園と考えています。地域の中から

幼稚園が無くなるというインパクトが強いことは理解できますし、ご意見は受け
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えるようなことを考える時期になっているのではないですか。 止めて市全体で取り組んでいかなければならないと考えています。 

長坂・藍中学校の再編についてはいったん計画をお示しし、いろいろな意見が

出てくる中で話し合いが進めにくいということでいったん取り下げています。現

在、保護者、ＰＴＡ役員の方々に小規模化に伴う子どもの状況、課題等について

聞き取りをしています。小学校については未定の状況でありますが、小規模化に

よって教育に課題が生じることがあれば、どこかのタイミングで考えていかなけ

ればならないときが来ると考えています。 

中学校の再編により、通学が遠くなるといった声を聞きます。移動手段として

スクールバスの導入や公共交通機関を使ったバス通学で利便性を上げて、どこに

住んでいても一定水準の教育が受けられるように環境を整えていきたいと考えて

います。地域にとっては学校が無くなることは大きな変化だと思いますが、これ

から未来に向けて保護者、地域の皆さんと一緒に考えていきたいと思います。 

 ⑨幼稚園、小学校の子どもの数を見ると長坂中学校に集約した場合、

少ないところに中学校を集約するのはどうなのですか。最大のとこ

ろに集まるのであれば問題がないのではないですか。 

⑨第１次計画では位置的なことを考えて長坂中学校としています。本庄地区の子

どもが少なくなることは把握しています。既存の施設を活用することを考え、藍

中学校と長坂中学校を比べた場合、長坂中学校ということに至りましたが、いっ

たん計画を取り下げているので、両校再編後においても数年後には、６学級とな

ることなども見えてくる中で、どういった形でするのが良いかというところから

地域や保護者の皆さんと一緒に考えていきたいと思います。 

 


